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(百万円未満切捨て)

１．2025年９月期第２四半期（中間期）の業績（2024年10月１日～2025年３月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年９月期中間期 5,207 6.3 503 △2.2 514 △0.2 271 △10.2

2024年９月期中間期 4,900 4.3 514 30.2 515 28.1 302 △36.3

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年９月期中間期 68.18 －

2024年９月期中間期 75.94 －

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年９月期中間期 9,460 6,865 72.6

2024年９月期 9,380 6,859 73.1

(参考) 自己資本 2025年９月期中間期 6,865百万円 2024年９月期 6,859百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年９月期 － 0.00 － 102.00 102.00

2025年９月期 － 0.00

2025年９月期(予想) － 102.00 102.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

３．2025年９月期の業績予想（2024年10月１日～2025年９月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,700 7.0 800 △11.5 800 △11.7 440 △28.0 110.57
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無



※ 注記事項

（１）中間財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年９月期中間期 3,980,000株 2024年９月期 3,980,000株

② 期末自己株式数 2025年９月期中間期 680株 2024年９月期 586株

③ 期中平均株式数（中間期） 2025年９月期中間期 3,979,352株 2024年９月期中間期 3,979,537株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が入手している情報及び合理的であると判断す
る一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提
となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、決算短信【添付資料】3ページ「1.経営成
績等の概況 (3)業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間会計期間における世界経済は、一部を除いては持ち直しており、今後も回復が続くことが期待されます。一方

で、欧米の高金利水準による金融資本市場の変動、中国経済の停滞、アメリカの通商政策などの政策動向の影響を注視

する必要があります。

我が国経済においても、景気は緩やかに回復しており、雇用・所得の情勢は改善の動きがみられます。労働力人口は

増加しているものの、人手不足は高い水準であり不足も拡大しています。また消費者物価は上昇を続けており、今後も

政府や経団連の賃上げに対する呼びかけは継続され、国内の平均賃金は上昇を続ける流れと考えます。

当社が主力事業を展開する自動車業界及び自動車部品業界においては、今後も技術分野のイノベーションの加速が見

込まれます。脱炭素化に向けた世界的な流れは持続しており、次世代技術の開発に向けた研究開発投資は継続するもの

と考えますが、引き続き米国の政策を注視する必要があります。主力とする設計開発アウトソーシング事業は、生産の

上流工程であるため、自動車メーカーの工場稼働停止や減産が直接契約解除等に影響する可能性は低いとみております

が、米国の関税政策の影響や海外景気の減速が深刻化した際などには業績に影響を及ぼす可能性もあるため、業界の動

向を注視する必要があります。

以上のような事業環境のもと、当社はより付加価値が高いソリューション提案型企業「デジタルソリューション企

業」を目指し、既存事業のみならず積極的に新規事業の推進に励んでまいりました。当中間会計期間における売上高は

52億7百万円(前年同期比6.3％増)、営業利益5億3百万円（同2.2％減）、経常利益5億14百万円（同0.2％減）、中間純利

益2億71百万円（同10.2％減）となりました。主力となる設計開発アウトソーシング事業における単価改善の進展や稼働

要員の増加が売上高に寄与したものの、主に全社的な待遇改善による人件費の増加により減益となりました。

セグメント別の業績を示すと、次のとおりであります。

①設計開発アウトソーシング事業

当セグメントにおきましては、売上高は51億52百万円(前年同期比7.2％増）となり、セグメント利益（営業利益）は9

億59百万円(前年同期比1.5％増）、セグメント利益（営業利益）率18.6％となりました。単価改善が計画以上に進捗し

たことに加え、稼働要員も増加し、売上高及びセグメント利益に貢献しました。

②美容・健康商品製造販売事業

当セグメントにおきましては、OEMの売上は安定的に推移した一方で、通販事業の売上減少や人件費等の増加により、

売上高は25百万円（前年同期比5.1%減）、セグメント損失（営業損失）は13百万円(前年同期はセグメント損失（営業損

失）9百万円）となりました。

③不動産賃貸事業

当セグメントにおきましては、賃貸物件は引き続き高稼働しております。売上高は30百万円(前年同期比0.6％減）、

セグメント利益（営業利益）は12百万円(前年同期比1.2％減）、セグメント利益（営業利益）率42.9％となりました。

（注）前事業年度において、3Dプリント事業を廃止したことに伴い、当中間会計期間から「3Dプリント事業」の報告セ
グメントを廃止しております。
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（２）当中間期の財政状態の概況

当中間会計期間末における総資産は94億60百万円となり、前事業年度末に比べ80百万円の増加となりました。これは

主に投資有価証券が増加したことによるものです。

負債合計は25億95百万円となり、前事業年度末に比べ74百万円の増加となりました。これは主に未払法人税等の増加

によるものです。

純資産合計は68億65百万円となり、主にその他有価証券評価差額金の増加により前事業年度末に比べ6百万円の増加と

なりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、2024年12月30日に公表いたしました業績予想に変更はありません。今後、業績予想に

関して修正の必要が生じた場合には速やかに開示する予定であります。
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２．中間財務諸表及び主な注記

（１）中間貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2024年９月30日)

当中間会計期間
(2025年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,488,541 4,088,459

売掛金 1,439,941 1,491,840

商品及び製品 43 92

仕掛品 46,144 52,055

原材料 10,106 8,256

前払費用 123,860 133,486

その他 29,937 66,156

流動資産合計 6,138,575 5,840,346

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 929,148 926,526

土地 993,400 993,400

その他（純額） 43,456 73,196

有形固定資産合計 1,966,005 1,993,123

無形固定資産 80,581 157,783

投資その他の資産

投資有価証券 738,504 951,534

その他 456,776 518,006

投資その他の資産合計 1,195,280 1,469,540

固定資産合計 3,241,866 3,620,446

資産合計 9,380,441 9,460,793

負債の部

流動負債

買掛金 3,555 154

短期借入金 50,000 -

未払金 928,543 938,963

未払法人税等 88,875 186,515

未払消費税等 179,348 137,315

預り金 11,279 12,468

賞与引当金 383,568 383,534

役員賞与引当金 11,331 17,797

株主優待引当金 44,685 63,242

その他 8,231 5,546

流動負債合計 1,709,419 1,745,536

固定負債

退職給付引当金 628,451 634,818

役員退職慰労引当金 10,652 13,212

長期未払金 122,803 86,777

その他 49,735 114,923

固定負債合計 811,642 849,731

負債合計 2,521,062 2,595,267

純資産の部

株主資本

資本金 1,026,650 1,026,650

資本剰余金 1,016,650 1,016,650

利益剰余金 4,443,075 4,308,490

自己株式 △1,858 △2,148

株主資本合計 6,484,516 6,349,642

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 374,862 515,883

評価・換算差額等合計 374,862 515,883

純資産合計 6,859,379 6,865,525

負債純資産合計 9,380,441 9,460,793
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（２）中間損益計算書

(単位：千円)
前中間会計期間

(自 2023年10月１日
至 2024年３月31日)

当中間会計期間
(自 2024年10月１日
至 2025年３月31日)

売上高 4,900,874 5,207,461

売上原価 3,516,400 3,741,746

売上総利益 1,384,473 1,465,715

販売費及び一般管理費 869,602 962,129

営業利益 514,871 503,585

営業外収益

受取利息 150 2,141

受取手数料 322 303

助成金収入 772 1,769

役員報酬返納額 - 5,949

その他 1 1,090

営業外収益合計 1,246 11,254

営業外費用

支払利息 150 51

営業外費用合計 150 51

経常利益 515,967 514,788

特別損失

固定資産除却損 10,668 450

役員退職慰労引当金繰入額 3,150 -

事業撤退損失 23,176 -

過年度決算訂正関連費用等 - 75,074

特別損失合計 36,995 75,524

税引前中間純利益 478,971 439,263

法人税、住民税及び事業税 26,327 156,159

法人税等調整額 150,433 11,788

法人税等合計 176,761 167,948

中間純利益 302,210 271,315
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（３）中間キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間会計期間

(自 2023年10月１日
至 2024年３月31日)

当中間会計期間
(自 2024年10月１日
至 2025年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前中間純利益 478,971 439,263

減価償却費 70,690 57,512

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,957 △34

株主優待引当金の増減額（△は減少） △713 18,557

退職給付引当金の増減額（△は減少） 16,605 6,366

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △483,087 2,559

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △8,508 6,466

受取利息及び受取配当金 △150 △2,141

助成金収入 △772 △1,769

支払利息 150 51

事業撤退損失 23,176 -

固定資産除売却損益（△は益） 10,668 450

売上債権の増減額（△は増加） 5,638 △51,899

棚卸資産の増減額（△は増加） △24,736 △4,109

前払費用の増減額（△は増加） 15,767 △9,675

未払金の増減額（△は減少） 815 △38,125

未払消費税等の増減額（△は減少） 1,203 △36,795

長期未払金の増減額（△は減少） 107,287 △36,026

その他 △3,116 △38,306

小計 211,848 312,343

利息及び配当金の受取額 150 2,141

利息の支払額 △150 △2

助成金の受取額 772 1,769

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 15,013 △58,696

営業活動によるキャッシュ・フロー 227,633 257,555

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △25,158 △14,067

無形固定資産の取得による支出 △20,476 △104,848

関係会社出資金の払込による支出 - △131,164

貸付けによる支出 △600 -

貸付金の回収による収入 162 23

敷金及び保証金の差入による支出 △1,841 △17,994

敷金及び保証金の回収による収入 648 904

預り保証金の返還による支出 - △239

預り保証金の受入による収入 100 65,427

投資活動によるキャッシュ・フロー △47,165 △201,957

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） - △50,000

配当金の支払額 △405,096 △405,390

その他 △917 △289

財務活動によるキャッシュ・フロー △406,014 △455,680

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △225,545 △400,082

現金及び現金同等物の期首残高 4,310,800 4,488,541

現金及び現金同等物の中間期末残高 4,085,254 4,088,459
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（４）中間財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（中間貸借対照表関係）

偶発債務

2020年9月から2022年10月に受給していた雇用調整助成金（新型コロナウイルス感染症の影響に伴う特例）の返

納を行うこととし、2021年9月期、2022年9月期、2023年9月期において計上していた助成金収入について、各期に

おいて訂正を行っております。本事案に係る事業所を管轄する各労働局とのやり取りを進めていく中で、各局の

判断によっては、加算金や延滞金が生じ、当社の業績に影響を及ぼす可能性がありますが、現時点ではその影響

額を合理的に見積ることが困難であります。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。



株式会社アビスト(6087) 2025年９月期 第２四半期（中間期）決算短信

8

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 前中間会計期間(自 2023年10月1日 至 2024年3月31日)

1．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報
（単位：千円）

報告セグメント

合計
調整額
(注)1

中間損益
計算書
計上額

設計開発
アウトソー
シング事業

3Dプリント
事業

美容・健康
商品製造
販売事業

不動産
賃貸事業

売上高

外部顧客への売上高 4,806,159 37,920 26,323 30,471 4,900,874 － 4,900,874

セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － 11 － 11 △11 －

計 4,806,159 37,920 26,334 30,471 4,900,885 △11 4,900,874

セグメント利益又は損失
（△）

944,803 △9,200 △9,398 13,140 939,345 △424,473 514,871

(注)1. 調整額は以下のとおりであります。

セグメント利益又は損失（△）の調整額△424,473千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。

2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

前中間会計期間において「3Dプリント事業」セグメントにおいて減損損失5,955千円を計上しております。

Ⅱ 当中間会計期間(自 2024年10月1日 至 2025年3月31日)

1．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報
（単位：千円）

報告セグメント

合計
調整額
(注)1

中間損益
計算書
計上額

設計開発
アウトソー
シング事業

美容・健康
商品製造
販売事業

不動産
賃貸事業

売上高

外部顧客への売上高 5,152,183 24,995 30,282 5,207,461 － 5,207,461

セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ 7 － 7 △7 －

計 5,152,183 25,002 30,282 5,207,468 △7 5,207,461

セグメント利益又は損失
（△）

959,188 △13,887 12,985 958,285 △454,699 503,585

(注)1. 調整額は以下のとおりであります。

セグメント利益又は損失（△）の調整額△454,699千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。

2．報告セグメントの変更等に関する情報

前事業年度において、3Dプリント事業を廃止したことに伴い、当中間会計期間から「3Dプリント事業」の報告

セグメントを廃止しております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前中間会計期間（自 2023年10月1日 至 2024年3月31日）
（単位：千円）

報告セグメント

合計設計開発
アウトソーシ
ング事業

3Dプリント
事業

美容・健康商
品製造販売

事業

不動産賃貸
事業

請負契約 2,677,261 － － － 2,677,261

派遣契約 2,116,953 － － － 2,116,953

その他 11,945 37,920 26,323 － 76,188

顧客との契約から生じる収益 4,806,159 37,920 26,323 － 4,870,403

その他の収益 － － － 30,471 30,471

外部顧客への売上高 4,806,159 37,920 26,323 30,471 4,900,874

（注）その他の収益には、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号 2007年3月30日）に基づく賃貸収

入が含まれております。

当中間会計期間（自 2024年10月1日 至 2025年3月31日）
（単位：千円）

報告セグメント

合計設計開発
アウトソーシ
ング事業

美容・健康商
品製造販売

事業

不動産賃貸
事業

請負契約 2,973,817 － － 2,973,817

派遣契約 2,147,789 － － 2,147,789

その他 30,576 24,235 － 54,812

顧客との契約から生じる収益 5,152,183 24,235 － 5,176,418

その他の収益 － 760 30,282 31,042

外部顧客への売上高 5,152,183 24,995 30,282 5,207,461

(注)1．その他の収益には、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号 平成19年3月30日）に基づく賃

貸収入が含まれております。

2．前事業年度において、3Dプリント事業を廃止したことに伴い、当中間会計期間から「3Dプリント事業」の報

告セグメントを廃止しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。


